



















































































穂積七郎先生は戦後郷里に帰り、昭和 21 (1946 ]
年 4 月 10 日執行の第22回衆議院総選挙に立候補
し、 53,486票を得て見事当選された。









































































































昭和 58 〔 1983〕年 4 月の統一選挙に横田平先
生が日本社会党公認候補として愛知県議会議員に
出馬された。私も彼の絶対当選のため随分走り廻



































































































































事では、穂積氏の訪中は 9 月 27 日とあり、また穂
積氏の「訪中したら郭氏のほか要人にも積極的に話
し、実現に努力する。文革〔文化大革命〕の成果を
〔中日大辞典に〕正しく取入れることは何にもまし
て重要なことと思う」とのコメントが紹介されてい
る（ちなみに、この記事を書き注目された東郷茂彦
記者は、太平洋戦争開戦・終戦時外相だった東郷茂
徳の実子にあたる）。
6 ）この書簡および、註 4新聞記事の写真は悶前書302
頁のほか、同編纂委員会編F写真集愛知大学の歴史』
(1996年） 84頁にも掲載されている。
7 ）可能性としては、史料での「田中総理」はあくまで
もイメージ上の呼び名であって、田中角栄が首相就
任前から動いていたことも考えられよう。なお、田
中は第三次佐藤栄作内閣の後半期（1971.7-72.7）に
運慶大臣（当時）を務めていた。
151 
